
小さなまちだからできる
オール多賀で農業を

平成29年2月19日

株式会社 農楽（NOUGAKU）
代表 西村俊昭

第28回 多賀の農業・農山村を考えるつどい



>>1965 大阪市北区中津に生まれる

>>1988 愛媛大学農学部農業工学科卒

>>1989 建設コンサルタント入社
農村計画をベースに
農業農村整備事業計画、営農計画、都市計画
環境計画、地域活性化計画、合意形成
自然エネルギーの計画

など



●地域のことを理解するまで時間がかかる
十分に理解せずに計画づくりってことも

●間接経費が高く、儲け・儲けと言われ、もっと丁寧な仕事
がしたい

●業務の終了が、地域との縁の切れ目
●地域でのワークショップでは「農的な暮らしが大切、
コミュニティ・地域活動が大切だ」と言っているが、
自分は農業もしたことがなく、仕事で地域活動もできず、
家族と時間も取れず

●計画をつくりぱなし、実現までフォローしたい
●地域の人のために汗をかきたい
●農村地域に住まないと、わからないところもあるのでは

など



>>2006 息子が知的障害・自閉症・ADADで、
京都市内での団地暮らしに支障

サラリーマンを辞める決意を固める

どうせ辞めるなら農村へ行こうと

>>2007 会社を辞め、農楽を設立、
東近江・甲賀圏域で移住先を探す

>>2008 滋賀県にIターン、農楽を法人化



株式会社 株式会社農楽 代表取締役
資 格 技術士（農業環境）、観光プランナー、

バイオマス利活用アドバイザー
NPO法人 バイオマス利活用推進会議 理事

甲賀のんべえ倶楽部 理事
国土再編研究所 監事
ＡＪＡ 監事（障がい者就労支援の作業所）
愛のまちエコ倶楽部 会員

任意団体 ＴＥＡＭ ＣＨＡＫＫＡ 代表
（中間的就労のためのしごとづくり）

ひがしおうみ市民共同発電所２号機組合 副代表
撤退の農村計画 会員
拡大ふくしモール メンバー
甲賀市大原自治振興会 まちづくりPJ 副リーダー

わかものPJ メンバー



■むらづくりのプランニング
・住民参加による低炭素都市形成計画策定モデル事業（住民ニーズの高い「食」「エ
ネルギー」「ケア」を核とした低炭素田園都市形成計画：滋賀県蒲生地区まちづくり
計画）（2013～2014）
・「低炭素・循環・自然共生」地域創生実現プラン（東近江市モデル地域創生プラ
ン）（2015）
・多賀町人口ビジョン、地方創生総合戦略(2015)
・多賀町総合計画（後期基本計画）(2015)
・多賀（大滝）里づくりプロジェクト（2016）
・東近江市湖東地区まちづくり計画策定支援（2016）
・東近江市環境基本計画策定支援（2016）

■食（アグリビジネス）
・滋賀県東近江市緑の分権改革推進事業 フードシステム構築(2011～2013)
・大津市における戦略作物等の生産振興方針策定業務(2013)
・彦根梨・ホワイトアスパラの6次産業化基礎調査（2015）
・「農」を活用した医療・福祉との連携 滋賀県東近江市あいとうふくしモール（2015
～2016）
・ひこねホワイトアスパラプロジェクト(2016～)



■食（ 農業農村の6次産業化）
・滋賀県東近江ハンドシェーク協議会ふるさとづくり計画（2008）
・三重県伊賀市ふるさとづくり計画（2008）
・滋賀県東近江ハンドシェーク協議会ふるさとづくり実践活動（2009～2012）
・伊賀市上高尾ふるさとづくり実践活動（2009～2012）
・東近江市奥永源寺地区着地型観光可能性調査(2012)
・東近江市着地型観光可能性調査(2013)
・滋賀県愛東地区 愛のまち星つむぎプロジェクト（2013～2014）
・滋賀県東近江市がもう夢工房協議会 都市農村共生対流活動支援（2015～2016）
・三重県伊賀市上高尾地域づくり協議会都市農村共生対流活動支援（2015～2016）
・東近江市エコツーリズム推進協議会支援(2016)
■自然エネルギー
・バイオマスタウン構想 滋賀県湖北町、兵庫県神河町、岡山高梁市(2009)
・奈良県 資源循環プロジェクト（2009）
・滋賀県東近江市 緑の分権改革事業推進事業（薪PJ、B５PJ、バイオ燃料用米PJ）（2010）
・京都府京丹後市 地域バイオマス利活用高度化調査(生ゴミ分別収集及びメタン発酵液肥利用
検討調査分析)（2010～2011）
・滋賀県東近江市 薪の需要量・森林管理の意向調査(2011)
・滋賀県東近江市 持続可能な薪炭林の再生の東近江モデル構築プロジェクト(2012)
・滋賀県湖東の森づくり支援事業（2013）
・福知山市バイオマス産業都市構想（2014）
■ケア

・滋賀県蒲生地区拠り所創造事業（2015）
・東近江市、ひと・もの・お金が循環する仕事をつくり、引きこもり等の若者の働き
たいの応援プロジェクト（2015-2016）



１．多賀の農業の現状を見つめ直す



多賀町13,577ha（うち林野85.4％）
耕地506ha（3.7％）



農業経営体と農家2015年農業センサス
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耕地面積と経営耕地面積
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耕地面積（田）の作付状況

276ha 

74.4%

85ha 

22.9%

10ha 

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経営耕地

面積・田

(371ha)

水稲 水稲以外 不作



担い手

個別経営 農事組合法人

組織数 17 4 5 5 10 41

面積(ha） 130.3 38.8 45.2 0 34.9 249.2

ha/組織 7.7 9.7 9.0 0.0 3.5 6.1

H28.3

計
認定農業者

特定農業団体 営農組織 生産意欲農家



農産物の生産

うち環境こだわり農産物

水稲 284 0.9% 1,430 0.9% 120 42.3%

小麦 90 1.3% 233 1.3%

大豆 17 0.3% 24 0.2%

そば 81 20.4% 43 19.7% 79 97.5%

野菜 5.2

注1：作物統計調査による平成27年産の値。
注2：作付面積は、は種又は植え付けしてからおおむね1年以内に収穫された面積。
注3：％は都道府県内でのシェア。

収穫量(t）作付面積(ha） 作付面積(ha）



農業部門別の産出額・農業経営体数

農業産出額 農業経営体数

合計 37 千万円 249 経営体

　耕種計 33 千万円

　　米 26 千万円 225 経営体

　　麦類 1 千万円 25 経営体

　　雑穀 1 千万円 24 経営体

　　豆類 0 千万円 8 経営体

　　いも類 0 千万円 2 経営体

　　野菜 4 千万円 38 経営体

　　果実 0 千万円 4 経営体

　　花き X 2 経営体

　畜産計 4 千万円

　　肉用牛 0 千万円 1 経営体

　　乳用牛 4 千万円 1 経営体

注1：農業産出額についてはH26年値、農業経営体数についてはH27年値。
注2：農業経営体数の合計は実数のため内訳と一致しない。



販売を目的とした農産物の作付面積と経営体
作物 経営体数 作付面積・頭羽数

水稲 225 経営体 249 ha

小麦 23 経営体 69 ha

大麦・裸麦 2 経営体 X

そば 22 経営体 60 ha

その他雑穀 3 経営体 1 ha

ばれいしょ 2 経営体 X

　大豆 8 経営体 8 ha

だいこん 11 経営体 X

にんじん 17 経営体 4 ha

さといも 3 経営体 0 ha

やまのいも 2 経営体 X

はくさい 13 経営体 0 ha

キャベツ 9 経営体 X

ほうれんそう 5 経営体 X

レタス 3 経営体 X

作物 経営体数 作付面積・頭羽数

ねぎ 5 経営体 X

たまねぎ 5 経営体 X

ブロッコリー 5 経営体 1 ha

きゅうり 3 経営体 X

なす 12 経営体 0 ha

トマト 7 経営体 X

ピーマン 3 経営体 X

いちご 1 経営体 X

メロン 2 経営体 X

すいか 4 経営体 0 ha

その他の野菜 8 経営体 X

「0」：単位に満たないもの
「ｘ」：秘密保護上統計数値を公表しないもの。



販売を目的とした農産物の作付面積と経営体

作物 経営体数 作付面積・頭羽数

その他のかんきつ 1 経営体 X

ぶどう 1 経営体 X

うめ 3 経営体 0 ha

かき 2 経営体 X

くり 1 経営体 X

その他の果樹 1 経営体 X

その他の作物 2 経営体 X

乳用牛 1 経営体 X

　肉用牛 1 経営体 X

注1：2015年農林業センサスによる平成27年2月1日前1年間の値。

注2：作付（栽培）面積については、販売を目的として作付け（栽培）された面積。

注3：農家の自己申告による。



水田作農家の規模別概況

(千円)

内共済・補助金等

0.5ha未満 97.4           441 66.7           3,833 △ 78 44 1,759 2,152 -             △ 156 

0.5～1.0 95.3           642 65.7           4,189 71 114 1,804 2,314 3.8            150 

1.0～2.0 92.8           958 64.6           4,799 572 310 1,944 2,282 22.7           656 

2.0～3.0 90.6           1,411 62.3           5,235 1,045 555 2,314 1,879 31.1           829 

3.0～5.0 89.6           1,779 61.4           5,776 2,509 975 2,065 1,182 54.6           1,616 

5.0～7.0 85.7           2,437 58.3           6,598 3,742 1,635 1,547 1,233 69.7           1,901 

7.0～10.0 72.8           3,146 58.7           7,300 5,339 2,938 1,022 924 83.7           2,090 

10.0～15.0 59.7           3,765 55.7           8,861 6,968 5,096 989 904 87.6           2,257 

15.0～20.0 71.7           2,716 52.6           11,484 9,619 6,466 1,198 676 89.0           2,950 

20.0ha以上 51.4           4,556 53.3           16,453 14,467 13,826 1,457 547 91.0           3,963 

平成24年営農類型別経営統計（年次　2012年）より

主たる人の
平均年齢(歳)

作業時間(h)耕作面積(ha) 水稲作付率 総所得
1時間当り
生産性(円)

農業依存度
年金等収入農外所得農業所得



経営耕地面積規模別経営体数
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農畜産物販売額別経営体数
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年齢別経営農業経営者数（販売農家231）
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販売農家農業後継者数

単位：戸

231               47                45                2                 184               43                141               

計
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JA東びわこ

彦根市
多賀町
甲良町
豊郷町
愛荘町



多賀の農業の現状

・米＋小麦・大豆・そば
・若干の野菜、畜産
・特産品：多賀にんじん、ブロッコリー
・経営者の減少、高齢化
・担い手不足
・販売額500万円以上経営体は

わずか８経営体

・環境こだわり農産物の推進（米、そば、野菜）
・特産品振興連絡協議会を設立（2016.7.2）
「米、そば、にんじん」など多賀町の特産物の高付加 価値化・ブランド化
・米・食味分析鑑定コンクールに挑戦
・桃原ごぼうの復活



２．未来の多賀の農業を考える際のヒント

（小さなまち、JA、組織の取組から学ぶ）



組織：新しい地域の司令塔、地域ビジネス

米：ブランド米、業務用米、規格外米の加工

野菜：ブランド化

業務用加工野菜、水田土壌と野菜、
機能野菜、企業連携、Ｂ級品の加工

支援者：買い支え、多様な担い手、

企業連携、週末農業塾

観光：学ぶ・安らぐ・食べる



組織



新しい農業の司令塔



地域ビジネス

個人起業や社会起業家（ソーシャル・イノベーター）
個人起業の集積（ローカルベンチャー）

条件不利地における地域おこし協力隊の起業・定住

×
地域住民グループによる

地域力維持を図るための起業、
地域内資金循環、地産外商の使命を担う起業

地域内資金循環は

地域内工程分業の意識が大切



農業の地域内工程分業

種子、農業資材の購入
育苗、定植
栽培管理

収穫、出荷調整
加工

営業販路確保
遊休農地の営農
担い手の育成

など



米



ブランド米



米屋が販路限定という戦略で市場を拡大





地域一体となった米づくり
（高知県本山町 本山農業公社）



寒暖差の大きさと新鮮な山の水



土壌管理とエコファーマー



室戸海洋深層水のうまみ



厳しい基準で食味検定



販売



業務用米



業務用米のシェア



JA滋賀蒲生町



規格外の米の加工







野菜



ブランド化



加賀野菜

1.「地域が育てた野菜」を守るためにブランド化
2. ブランド力は品質管理と知名度アップで
3. よみがえった加賀野菜を次代に



業務用加工野菜



東近江市フードシステム協議会



役割

農業技術の指導
販路開拓

苗、定植、収穫の支援
出荷調整
土壌改良

など



農業指導



農業指導



水田土壌と野菜



排水対策



排水対策



機能性野菜





企業連携



富山市 エコゴマ



彦根商工会議所×アスパラ農家



酒蔵×リカーショップ×米農家×地域住民等
甲賀のんべえ俱楽部



野菜B級品の加工



介護食
あいとうふくしモール ほんなら堂



野菜の生ドレッシング



支援者



買い支え



CSA
（Community Supported Agriculture ）



多賀町人口：7,355人
米１人当たり年間消費量：54.6kg/人
町内米年間消費量：401ｔ/年

（米収穫量の28％）
野菜１人当たり年間消費量：92kg/人
町内野菜年間消費量：676ｔ/年
町内野菜年間消費額：1億5,480万円/年

多賀町内における米、野菜の消費量



多様な農業の担い手



愛エコ梨俱楽部



援農隊
がもう夢工房協議会



企業ファーム



週末農業塾



観光



学ぶ、安らぐ、食べる
ひがしおうみハンドシェーク協議会

→愛のまち星つむぎ協議会

事業計画３つの柱

■学ぶ（体験）プロジェクト
〇エコ体験プログラムの整理・開発

〇受け入れのための研修

〇コーディネートのしくみづくり

■食べる（地元食）プロジェクト
〇東近江食の発掘・再評価

〇東近江レシピづくり

〇東近江じまん家庭料理大集合の

開催

〇農家レストランの開業研修

〇一日限りの農家レストラン（模擬農

家レストラン）の実施

■安らぐ（宿泊）プロジェクト
〇空き家・人材発掘

〇東近江もてなし講座

〇農家民宿の開業支援

○市内の環境系ＮＰＯとまちづくり協議会、財団、市で組織
それぞれの活動をつなぎ、東近江のあるものを活かす



学ぶ



安らぐ（宿泊） （教育旅行）

（視察研修民泊）



食べる
∇東近江じまん家庭料理大集合の開催
∇東近江レシピづくり
∇東近江じまん家庭料理大集合の開催

∇農家レストランの開業研修
∇今日だけの東近江食堂（模擬農家レストラン）

↓

野菜花に開業（平成２５年４月）



ありがとうございました

株式会社 農楽
http://www.nou-gaku.com/


